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要約：低温での加圧処理により形成したアクトミオシンゲルの形成機構を明らかにするため，アクトミオシ
ン濃度 20～30 mg/g，KCl 濃度 0～0.6 M，pH 6.0 の条件下で 200～650 MPa の加圧処理を行った。また，ゲ
ルの形成に寄与するタンパク質間相互作用やゲルの微細構造についても検討を行った。その結果，アクトミ
オシンは KCl 濃度 0.2 M，pH 6.0 に調整し，アクトミオシンの大半を構成するミオシンをフィラメントの状
態とし，0℃で 200 MPa 以上の加圧処理を行うことによりゲルを形成した。アクトミオシンゲルのゲル強度
およびワークダン値は 200～300 MPa で増加し，300 MPa で最も高い値を示したが，400 MPa 以降で減少した。
また，ゲル形成に寄与するタンパク質間相互作用は非共有結合を主とし，300 MPa 以下はイオン結合が，





































取した。上記の KCl 濃度 0.2 M 調整時には沈殿を，0.6 M
調整時には上清を採取する操作を 2 回繰り返し，アクトミ
オシンを精製した。分離・精製したアクトミオシンは最終



















濃度が 20，25 および 30 mg/g，最終 KCl 濃度が 0.2 M。
溶解性試験では最終アクトミオシン濃度が 25 mg/g，加圧
ゲル（P ゲル）および加圧後加熱ゲル（PH ゲル）は最終
KCl 濃度が 0.2 M，加熱ゲル（H ゲル）は最終 KCl 濃度が
0.6 M になるようにそれぞれ混合撹拌した後，4℃の保冷庫
で 8 時間静置した。pH は 0.1 N 塩酸を用いて pH 6.0 に調
整した。
　⑶　加圧処理および加熱処理
　アクトミオシン濃度，KCl 濃度および pH を調整した各




る）0℃で 15 分間の加圧処理を行った。PH ゲルの試験区
は 200 MPa の加圧処理を行った後，ただちに容器ごと 70℃
の恒温水槽中で 30 分間の加熱処理10）を行った。また，H
ゲルの試験区では加圧処理を行わず 70℃の恒温水槽中で
30 分間の加熱処理を行った。PH ゲルおよび H ゲルは加
熱後，流水中で 15 分間冷却し，P ゲルと共に 4℃の保冷








度 50 mm/min，挿入率 50 % の条件で測定した。
　⑸　タンパク質溶解性試験











0.1 N の塩酸あるいは水酸化ナトリウムを用いて 7.0 に調
整した。溶解性試験にはアクトミオシン濃度 25 mg/g，
pH 6.0，KCl 濃度 0.2 M に調整した P ゲル（200～600 MPa），
PH ゲルおよび H ゲルを用いた。実際には Pérez-Mateos
らの方法12）に従い，ゲル 5 g に蒸留水 20 mL 加え，ホモ
ジナイザー（ヒスコトロン NS-50 日音医理科製）を用い
て 1 分間破砕し，4℃で 1 時間振盪攪拌した後，4℃で 15
分間遠心分離（34,780×g）を行い，上清を回収した。次
いで，沈殿物に S1 を 20 ml 加え，同様の操作を行い，上
清を回収した。この操作を S2，S3 および S4 まで行い，
各段階で上清を回収し，最終的な沈殿物を不溶性画分とし




















　Fig. 1 a，b に KCl の添加が P，PH および H ゲルの Gs
および Wd に与える影響を示した。P ゲルは KCl 濃度 0，0.1 
M ではゲルを形成しなかったが，KCl 濃度 0.2，0.3 M で
はゲルを形成し，Gs・Wd ともに値が増加し，加圧処理の
効果が認められた。特にKCl濃度0.2 MにおいてGs 0.04 N，
Wd 0.44 mJ と最も高い値を示した。KCl 濃度 0 M では，
アクトミオシンの大半を構成しているミオシン15）がフィ






し，KCl 濃度 0.2 M 以上では強固なゲルを形成し，0.2 M
において Gs 0.23 N，Wd 2.09 mJ，0.6 M において Gs 0.31N，
Wd 2.74 mJ と顕著な値の増加が認められた。H ゲルは















　Fig. 2 a，b に圧力強度とアクトミオシン濃度が Gs と
Wd に与える影響を示した。即ち，P ゲルは 200 MPa から
ゲルの形成が始まり，300 MPa で Gs・Wd ともに最も高
い値を示した。300 MPa における Gs と Wd は，タンパク
質濃度 20 mg/g では Gs 0.05 N，Wd 0.46 mJ，25 mg/g で
は Gs 0.10 N，Wd 1.07 mJ，30 mg/g では Gs 0.17 N，Wd 
1.90 mJ を各々示した。また，全てのアクトミオシン濃度
において 300～400 MPa の加圧処理で Gs と Wd は減少し，
それ以上の加圧処理で値は 650 MPa まで徐々に増加して
いた。この結果，Gs および Wd はアクトミオシン濃度に
比例して高くなり，30 mg/g の濃度は，全圧力強度におい




本報告の Gs および Wd の結果から，0℃，KCl 濃度 0.2 M，













ギーの P-T 曲線は変化する22）。即ち，300～400 MPa で起








全体の 49.56 % を占め，次いで S2 と S3 に対する溶解率の
Fig. 1　 Effects of KCl concentration on the Gel Strength (a) and Work Done (b) of pressure-induced gel， heat-induced 
pressurized gel and heat-induced gel at 200 MPa   






差（疎水性相互作用）が 32.57 %，S1 と S2 に対する溶解
率の差（水素結合）が 3.67 %，S3 と S4 に対する溶解率の
差（S-S 結合）が 2.20 % の割合であった。300 MPa で形成
された P ゲルはイオン結合が全体の 43.24 % を占め，次い
で疎水性相互作用が 34.45 %，水素結合が 5.79 %，S-S 結合
が 3.28 % であった。一方，400～600 MPa で形成された P
ゲルでは疎水性相互作用の割合が増加し，全体の 41.00～
43.81 % を占め，200，300 MPa の P ゲルより有意（p＜0.05）
に増加した。イオン結合の割合は 400～600 MPa の加圧処
理で有意（p＜0.05）に減少し全体の 28.42～33.14 %，水素
結 合 が 7.48～9.59 %，S-S 結 合 が 3.52～4.57 % で あ っ た。
一方，PH ゲルは，疎水性相互作用が 65.68 % を占め，P
ゲルに比べ，有意（p＜0.05）にその割合が増加していた。
その他の構成割合は S-S 結合が 14.18 %，水素結合が 3.99 %，
イオン結合が 2.45 % であった。H ゲルでは，更に疎水性
相互作用の割合が増加し全体の 72.74 % を占め，その他は




300 MPa で形成された P ゲルでは比較的結合力の弱いイ
オン結合の割合が高く，400～600 MPa で形成された P ゲ
ルでは疎水性相互作用の割合が高くなっていた。また，




PH ゲルおよび H ゲルと比較すると，P ゲルは水素結合の
割合が多く，疎水性相互作用の割合は少なくなっていた。








  e : 500 MPa pressure-induced gel  f  : 600 MPa pressure-induced gel
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因子であり，イオン結合は P ゲルの 10 % 以下，水素結合
は 50 % 程度に減少し，結合力の強い共有結合の S-S 結合
の割合は 2 倍以上となっていた。鈴木ら28）の報告では低
塩濃度でアクトミオシンを加圧処理すると遊離 SH 基量が
増加することにより，PH ゲルでは S-S 結合の割合は増加
していると推察しており，今回得られた結果もこの報告を
支持するものとなった。




が P ゲルの Gs および Wd へ影響を与えたと推察された。
　⑷　アクトミオシンゲルの微細構造



















成し，0℃，KCl 濃度 0.2 M，pH 6.0，300 MPa で加圧処理
することで良好な自立ゲルを形成することが明らかとなっ












meat proteins in saline solution. J. Food Sci. 39 : 542-547.
3）　Macfarlane J J, Mckenzie I J (1976) Pressure-induced sol-































































































by high-pressure processing.    In  these pressure-induced actomyosin gels, protein-protein  interactions 
were caused by high pressure denaturation  in 300～400 MPa, and the physical characteristic of the gel 
changed.
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